












































































1 外国λ件再会〉田町農〈理庁

（目グローパレ社舎の進展と急速な少子高齢化を受けての I r フ めヌ十ベ者「多す作主牛lの凱櫨朴会像

多文化共生社会

ω三重県の外国人住民 ) -v- I r文化的背景の異なる住民が、地域ヰ：土会を一緒に築いています。J

3 新十台措軒目管官》軒画期間 I 『地域課題の解決に、文化的背景の異なる人びとの共生から生まれる活力が生かされています。」

(1)三重県における霞際化の推進と新たな指針の策定

(2)「三重県国際化推進指針（第一次改訂）」の主な成果と残された課題

（司新指針の計画期間

第E章一緒に築く地域社会をめざして

1 「多士イlo＃企！の噛hi>ゐか十弁めの帯夜

① 「違いを乗引越えるJから「違いを生かすJへの

発想の転換

② 「アクティプ・シチズンJとしての社会への書画

③互恵関係¢構築

(1）外題人住民の意見を地域づくりに反映する仕組みの構築

(2）多文化共生社会づくりに必要な人材の育成

2 －輯に甚〈凱櫨朴寺砂めだしでの鹿聞方自

(1)課題解攻に向けた「多文化共生Jがもっカ白活用

（剖情報や学習機会の提供

(3）基盤となる安全で安心な生活への支援

(4)展開に不可欠なさまざまな主体との連携

2. I 外国人住民への多様な情報提供

(1）多言語での情報提供

j ( 2）地域で活躍する外国人住民の情報の発信

2. 2 文化の違いや多様性を学びあう機会の提供

(1）文化的理解も吉めた日本語学習の支援

(2）多文化共生の啓発

(3）やさしい日本語の研修・啓発による普及

(4）閏際交読の機会を通じた国際理解の促進

2.3 地域の魅力の多言語での発信

( 1）文化の通訳を宮めた情報の発信

( 2）地域の新たな魅力の発掘

菌、県内市町、他都道府県、大学、企業、告種団体等との連携。

より広域的かつ幅広い分野での連携の拡充・強化．

3 梓躍に由けで白書平冊》桔評

（日目標植の設定に主る進捗管理

(2)三重県多文化共生推進会議による毎年の評価と検証

( 1）外国人住民に対する生活支援

(2）外国人児童生徒数育の推進



















主主‘ー、J

『三重県飲酒運転0（ゼロ）をめざす基本計画』の概要

1.欽酒運転事故件数

63件（H25年）今 43件以下（H27年）

2.飲酒運転防止にかかる交通安全教育
婁怖率（教科叉Iま特別活動）

一（ー）今 100%(H27年度）

3_,__L立白色
2, 400店（
今 5,40 

4. ~種交通安全講習等における飲酒運
転防止教育の婁腕率

一（ー）今 100%(H27年度）

車能2童話開店ヨ~白血

市議員長忌~＇~~；j,,r:;r：欽酒運転違凌者ベa)＇髭診遁~＂i!tr~：c云品じ保存症の情報提供等
2.＇アルコー ）i;依存症及び多量飲酒者の申宜日昼匡 v国甘目昆

U泌d診のための取組ぷιぷ必ふジl叩正ぷJぶ討ト，，c•.·:,:c:.:

......... ~il\i.票実葉忠Jぷ：叫し





























三重県廃棄物処理計画三重県廃棄物処理計画三重県廃棄物処理計画三重県廃棄物処理計画　　　　取組方向及取組方向及取組方向及取組方向及びびびび目標値目標値目標値目標値（（（（案案案案））））

５５５５年間年間年間年間のののの取組方向取組方向取組方向取組方向

○ ３Ｒや適正処理の一層の取組

1人1日1人1日1人1日1人1日あたりのごみあたりのごみあたりのごみあたりのごみ排出排出排出排出

量量量量

※※※※災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物のののの量量量量をををを除除除除くくくく

986g／人

日

936g／人日

発生発生発生発生・・・・排出抑制推進排出抑制推進排出抑制推進排出抑制推進

多様な主体と「ごみを出さない生活様式」や「ごみが出にくい事業活動」の定着等

に取り組み、家庭系ごみと事業系ごみの減量化を進めます。

○ 環境の保全と安全・安心の確保 資源化率資源化率資源化率資源化率 30.4% 33.3%

循環的利用循環的利用循環的利用循環的利用のののの推進推進推進推進

各種リサイクル法の推進に加え、多様な主体による資源回収を促進するとともに、

再使用、使用済小型家電の回収等、質の高い循環の形成に向けた取組を推進しま

す。

○

貴重な資源やエネルギー源としての一層の

活用

最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量 50千t 30千t

未利用未利用未利用未利用エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの有効活用有効活用有効活用有効活用のののの推進推進推進推進

ごみの持つ未利用エネルギーの有効利用を促進します。

目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H26(H26(H26(H26年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

○ 「協創」による地域循環の形成

公正公正公正公正でででで効率的効率的効率的効率的なごみなごみなごみなごみ処理処理処理処理システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築

廃棄物会計やごみ処理カルテなどを活用し、公正で効率的なごみ処理システムの構

築を促進します。

使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等のののの回収量回収量回収量回収量 0.32kg/人年 1kg/人年

産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物のののの３３３３RRRRのののの推進推進推進推進 目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

施策施策施策施策 目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

排出量排出量排出量排出量 8,505千ｔ 7,920千t

発生発生発生発生・・・・排出抑制排出抑制排出抑制排出抑制のののの推進推進推進推進

排出事業者の自主的な取組や環境配慮設計された製品等の研究開発の推進、産業廃

棄物税の活用等により産業廃棄物の発生・排出抑制を進めます。

ごみのごみのごみのごみの未利用未利用未利用未利用エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー回収量回収量回収量回収量 1,147MJ/t 1,491MJ/t

再生利用率再生利用率再生利用率再生利用率 43.0% 43.6%

循環的利用循環的利用循環的利用循環的利用のののの推進推進推進推進

認定リサイクル製品の利用推進や使用済製品の自主回収ルートの構築等の再生利用

の取組を推進するとともに、再使用、未利用エネルギーの回収を促進します。

最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量 258千t 234千t 目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

※※※※過去過去過去過去のののの不法投棄等不適正処理不法投棄等不適正処理不法投棄等不適正処理不法投棄等不適正処理のののの是正是正是正是正にににに係係係係るるるる最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量をををを除除除除くくくく

廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心のののの確保確保確保確保 目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

施策施策施策施策

電子電子電子電子マニフェストのマニフェストのマニフェストのマニフェストの活用活用活用活用

率率率率

34.1% 60.0%

廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの適正処理適正処理適正処理適正処理とととと透明性透明性透明性透明性のののの確保確保確保確保

電子マニフェストの活用、優良認定処理業者の育成、処理状況の公開等により、多

様な主体と産業廃棄物の適正処理と透明性の確保に取り組むとともに、PCB廃棄物

の早期処理を推進します。

目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

不法投棄等不適正処理事不法投棄等不適正処理事不法投棄等不適正処理事不法投棄等不適正処理事

案案案案にににに対対対対するするするする改善着手率改善着手率改善着手率改善着手率

83.9%

(H26実績)

100%

産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物のののの不法投棄等不法投棄等不法投棄等不法投棄等のののの未然防止未然防止未然防止未然防止とととと早期発見早期発見早期発見早期発見

産業廃棄物の不法投棄等不適正処理の未然防止と早期発見・早期是正に向け、監視

指導の強化に取り組みます。

ＰＣＢＰＣＢＰＣＢＰＣＢ廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの適正処分率適正処分率適正処分率適正処分率 37% 90%

不適正処理不適正処理不適正処理不適正処理４４４４事案事案事案事案にににに係係係係るるるる

行政代執行行政代執行行政代執行行政代執行によるによるによるによる是正措是正措是正措是正措

置置置置のののの進捗率進捗率進捗率進捗率

25.0%

(H26実績)

100%

産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物のののの不適正処理不適正処理不適正処理不適正処理のののの是正措置是正措置是正措置是正措置のののの推進推進推進推進

過去に産業廃棄物が不適正処理された4事案（四日市市大矢知・平津、桑名市源十

郎新田、桑名市五反田、四日市市内山）について、行政代執行により着実に環境修

復を進めます。

大規模災害大規模災害大規模災害大規模災害にににに備備備備えたえたえたえた災害災害災害災害

廃棄物処理体制廃棄物処理体制廃棄物処理体制廃棄物処理体制のののの整備市整備市整備市整備市

町数町数町数町数

4市町 29市町

災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物のののの処理体制処理体制処理体制処理体制のののの整備整備整備整備

大規模災害に備え、災害廃棄物を適正かつ円滑に処理するための体制を整備しま

す。

目標項目目標項目目標項目目標項目

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

一定規模(100一定規模(100一定規模(100一定規模(100t)t)t)t)以上以上以上以上のののの不法投棄不法投棄不法投棄不法投棄のののの発発発発

生件数生件数生件数生件数

2 0

61(62)

優良認定処理業者数優良認定処理業者数優良認定処理業者数優良認定処理業者数 216 420

施策施策施策施策

４４４４　ＰＣＢ　ＰＣＢ　ＰＣＢ　ＰＣＢ廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの早期処理早期処理早期処理早期処理のののの推進推進推進推進

ＰＣＢ廃棄物が早期に適正処理されるよう、事業者による処理を

推進します。

別紙1別紙1別紙1別紙1

重点取組重点取組重点取組重点取組

当計画期間内に特に注力すべき５つの個別課題に目標を設定し重

点的に取組を進めます。

１１１１　　　　使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等使用済小型電子機器等のののの回収回収回収回収

枯渇性資源の有効活用の観点から使用済小型電子機器の再資源化

の取組を促進します。

ごみの発生・排出が極力抑制され、

排出された不用物は、循環の質に着

目し、資源やエネルギー源として地

域で最大限有効活用されることをめ

ざします。

現状現状現状現状

(H25(H25(H25(H25年度)年度)年度)年度)

１０１０１０１０年後年後年後年後のめざすのめざすのめざすのめざす姿姿姿姿

産業廃棄物の発生・排出が極力抑制

され、排出された産業廃棄物は、貴

重な資源やエネルギー源として、そ

の性状や地域の特性に応じて一層有

効活用されることをめざします。

ごみゼロごみゼロごみゼロごみゼロ社会社会社会社会のののの実現実現実現実現

目標値目標値目標値目標値

(H32(H32(H32(H32年度)年度)年度)年度)

目標項目目標項目目標項目目標項目基本理念基本理念基本理念基本理念

低炭素社会及低炭素社会及低炭素社会及低炭素社会及びびびび自然共生社会自然共生社会自然共生社会自然共生社会のののの形成形成形成形成

循環型社会循環型社会循環型社会循環型社会のののの定着定着定着定着をををを実感実感実感実感

自然界自然界自然界自然界におけるにおけるにおけるにおける循環循環循環循環とととと

経済社会経済社会経済社会経済社会のののの循環循環循環循環のののの調和調和調和調和

２２２２　　　　未利用未利用未利用未利用エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの有効活用有効活用有効活用有効活用

廃棄物のもつ未利用エネルギーの有効活用を進めます。

３３３３　　　　優良認定処理業者優良認定処理業者優良認定処理業者優良認定処理業者のののの育成育成育成育成

廃棄物処理や財務状況について透明性が確保される優良認定処理

業者について、育成と普及について取り組みます。

廃棄物の適正処理や不法投棄等不適

正処理対策を推進するとともに、災

害廃棄物の処理体制を整備すること

で、環境の保全と安全・安心なくら

しが確保されることをめざします。

５５５５　　　　産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物のののの不法投棄不法投棄不法投棄不法投棄のののの早期発見早期発見早期発見早期発見・・・・早期対応早期対応早期対応早期対応

不法投棄により生活環境への支障が生じないよう、未然防止及び

早期発見、早期是正に努めます。

家庭家庭家庭家庭

ものを大切にする気持ちや環境を考え行動す

ることが浸透しています。

事業者事業者事業者事業者

長く使える環境に優しい良質な製品やサービ

スを提供するとともに、廃棄物の発生・排出

を極力抑制し、排出された廃棄物を貴重な資

源として最大限有効利用する意識と行動が浸

透し、環境負荷が少なく安全・安心が確保さ

れた質の高い循環が行われています。

廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理廃棄物処理のののの現場現場現場現場

県内の全ての地域で、環境負荷が低減され安

全・安心が確保された質の高い循環を行うた

めの体制が整備されています。

大規模災害大規模災害大規模災害大規模災害へのへのへのへの備備備備ええええ

東日本大震災や紀伊半島大水害等の経験や教

訓を生かし、南海トラフ地震等の大規模災害

に備えて災害廃棄物処理が行われるための体

制が整備されています。

１０１０１０１０年後年後年後年後のめざすべきのめざすべきのめざすべきのめざすべき姿姿姿姿
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